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研究成果概要 
日本海沿岸の冬季雷雲から放射される雷雲ガンマ線	 (gamma-ray	glow)は、高エネルギ

ー大気物理学の重要な観測対象であり、雷雲の電場による電子加速や高エネルギー大気

物理現象の理解する上で鍵となる現象である。我々は金沢を拠点に、シチズンサイエン

ス（市民協力型）での放射線観測網「雷雲プロジェクト」を展開し、可搬型の放射線モ

ニタ「コガモ」を用いた多地点観測を行ってきた。2023 年度に引き続き、2024 年度の

冬季観測でも多数の雷雲ガンマ線イベントを検出しており、メンテナンス用にコガモを

京都大学に返送後、2025年度の夏季に集中的な解析を行う予定である。また、乗鞍岳観

測所にコガモを１台設置し、夏季雷雲の観測を行った。さらに 2024 年度は、ガンマ線

とミューオンの識別や感度向上などの改良を目指した次世代型のコガモに向けた基礎開

発を引き続き進めており、Arduino	互換のボードコンピュータ	 Sony	Spresense	と合わ
せて使用する	 PENGUIN	(Physics	and	Engineering	Utility	Introduction)	ボードの試験利用

を進めた。アウトリーチ活動として、2025 年 11 月 24 日に金沢でサイエンスカフェを

開催し、雷雲プロジェクトの研究紹介や進捗報告を行った。また、岩波書店「科学」2025
年 2月号の特集「シチズンサイエンス—協働から生まれる知のかたち」において、「雷雲

プロジェクト	──	 tangible	scienceの試み」も執筆、出版した。宇宙線空気シャワーシ

ミュレーション	 COSMOSも活用し、宇宙線空気シャワーと雷雲ガンマ線の同期イベント

の調査に向けた準備も進めている。	
整理番号 D08 


